
指導案 1 

 

第１学年４組 図画工作科学習指導案 

指導者 川崎市立川中島小学校 

大里 千恵 

１．題材名  「カラフル いろみず」 Ａ表現 （造形遊びをする活動） ２時間扱い  

 

２．「つくりだす喜び 感じる楽しさ」につながる授業の構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもの反応・思考など 

教師の想定・みとりなど 

 

資質・能力の高まり 
 

感
じ
る 

つくりだす喜び 感じる楽しさ 

主
題
、
材
料
、
表
現
方
法
、

場
所
な
ど
、
様
々
な
対
象
と

出
会
う 

 

考
え
る 

子ども 

教師 

 

 

 
 

実態を把握する 

育成を目指す資質・能力 
[知識及び技能] 知 技 

[思考力、判断力、表現力等] 発 鑑 

[学びに向かう力、人間性等] 

〔共通事項〕ア：知  イ：発 

 

学習 

みとり（評価） 

→適切な場面での 

支援・指導 

感
じ
る 

考
え
る 

感
じ
る 

考

え

る 

「造形的な見方・考え方」が働くような手立て 

主体的・対話的な学び（自己決定の連続） 

深
い
学
び 

生活や社会の中の形や 
色などと豊かに関わる 
資質・能力 

 

  自己肯定感 

自
己
実
現 

赤と黄色を混

ぜたらどうな

るだろう。 

赤と青を混ぜる

量を変えると違

う紫になる。 

同じ色の仲間を

並べてみよう。 

・初めての造形遊びになる。色水を

混ぜる行為を通して、いろいろな色

があることに気づいてほしい。 

目標 
[知識及び技能] 知 技 

[思考力、判断力、表現力等] 発 鑑 

[学びに向かう力、人間性等] 

 

評価規準 
[知識・技能] 知 技 

[思考・判断・表現] 発 鑑 

[主体的に学習に取り組む態度] 
赤と青を混

ぜたら紫に

なった。 並べかたを工夫

してみよう 

この場所に並

べるときれい。 



指導案 2 

 

３．「造形的な見方・考え方」が働くような手立て 
・「造形的な見方・考え方」を働かせながら、主題・材料・技法と関われることができるようにするために・・・ 

・「造形的な見方・考え方」を働かせながら、作品をつくったりみたりできるようにするために・・・ 

・「造形的な見方・考え方」を身につけ、生活に活かせるようにするために・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用具 

○出会わせ方 ○ヒントコーナー ○試せる 

○自分の思いにあった ○慣れる ○安心と安全 

技法 

○出会わせ方 ○ヒントコーナー ○試せる 

○自分の思いにあった ○慣れる ○新たな発想につながる   

 

本
題
材
で
は
・
・
・（
授
業
の
構
想
） 

材料 

○出会わせ方 ○量や種類 ○色や形、感触などの多様性  

○集め方   ○自分の思いにあった ○試せる 

○新たな発見 
 

主題（活動を通して表したい思い） 

○大切にしたい思い 

（・題材から ・生活から ・興味や関心から ・学習経験から 

・活動から ・技法から ・材料から） 

○思いと向き合う 

（・イメージ化 ・参考作品 ・ワークシート） 

作品 

○参考作品との出あわせ方（・タイミング ・種類 ・見せ方） 

○自分や友達の作品（・よく見る ・比べる ・見直す） 

○鑑賞の仕方（・何を ・いつ ・どのように） 

場の設定 

○室内・屋外 ○広さ・高さ ○明暗 ○いつもと違う 

○友達の活動が目に入る 

○材料・用具・ヒントコーナー・参考作品の配置 

人とのかかわり 

○グルーピング ○対話・話し合い ○新たな出会い  

○共同制作   ○活動を見合う  ○よさに気づく 

造
形
的
な
見
方
・
考
え
方 

が
働
く
よ
う
に 

 
 

考
え
る 

 

こ
と
を
大
切
に
し
た
授
業 
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４．活動場所  昇降口とその周囲 

 

５．題材観 

Ⅰ．子どもたちの実態 

 本学級の児童は、３１名（男子１６名、女子１５名）のクラスである。どんなことにでも興味をもち、

学習にも意欲的に取り組む児童が多い。図工の学習では、はさみを使って切る、のりで貼るなどの工作、

立体に表すことは好きな児童が多いが、絵をかくことは苦手に思っている児童が一定数いる。 

 今回取り組む「造形遊び」は、子どもたちにとって初めて出会う領域である。はじめての活動、いつ

もと違う場所での活動になるので、いつも以上に張り切って意欲的に取り組む姿が思い浮かぶ。終わっ

た後に「楽しかった。」で終わらないように、色や並べ方などを意識できる活動にしたいと考える。 

 

Ⅱ．題材と育成を目指す資質・能力 

 本題材は、色水を入れた容器を並べたり、重ねたり、積んだりしていく活動である。 

赤・黄・青の３色の色水で、混ぜる組み合わせを変えることで様々な色が作れることに気づかせたい。 

また色を混ぜ合わせていく中で、例えば同じ紫でも混ぜる比率によって色味が違うことの面白さにも気

づかせていきたいと考えている。今回は、周りの友だちが何をしているのか見える場所で活動を行う。

友だちの様子を見ている中で、友だちのやっていることを真似したいという気もちを大切にしたい。 

 

Ⅲ．造形的な見方・考え方が働くような手立て 

～「つくりだす喜び 感じる楽しさ」につなげるために～ 

 

・導入の工夫 

 造形遊びは導入のインパクトが大事だと考えている。 

「きれい。」「早くやりたい。」という気もちになれるように、導入を工夫したい。 

 

・赤、黄、青、３色の色水 

 今回は絵の具ではなく食紅を使って取り組むことにした。色水を自分で作ることよりも混ぜ合わせた

り並べたりすることに時間を使いたいからである。また、食紅だと濁らず水の透き通る感じが残り、光

に透かしたときに色が見えるのもいいところである。この２色を混ぜたら、混ぜる分量を変えたらと、

どんどん試していく中で生まれる「次はこうしてみたい。」「こうやったらどうなるんだろう。」という

気もちを大切にしたい。 

 色水は、大きい衣装ケースなどに大量に準備したいところだが、今年度は新型コロナウイルス対策の

ため、事前に５００ｍｌのペットボトルに色水を入れて用意し、色水の場所に密集を避けた。 

 

・十分な量の材料の準備 

 色水やカップなどを十分に準備し、いくつも作って試せるようにする。またカップは様々な大きさの

ものを用意することで、並べる時の工夫ができるようにする。その他、自分が上手に扱えるサイズを選

ぶことも大切だと思い、大きさを変えて用意した。 

 色水と同様、カップも何か所かに置き、密集を避けた。 

 

・活動を見合える場 

 子ども同士活動を見合える位置で行うことで、様々な混ぜ合わせ方や並べ方、並べる場所があること

を感じられるようにする。また、どうしたらいいかわからず止まっている児童にとっては、友だちの様

子が見える場にすることで真似をしてみよう、一緒にやってみたいと感じられるようにする。 

 

・教師の声かけ 

 活動していく中で教師が積極的に声をかけて、子どもの活動を肯定していく。また、子どもに言葉で

表現させることによって、「こんなことができた。」と子ども自身、気づけるようにするのもねらいであ

る。 

「どうしてこんな風に並べたの？」「これはどうやって作ったの？」など。 
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Ⅳ．学年の目標 

＜第１学年及び第２学年＞ 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

（１）対象や事象を捉える造形的

な視点について自分の感覚や行為

を通して気づくとともに、手や体

全体の感覚などを働かせ材料や用

具を使い、表し方などを工夫して、

創造的につくったり表したりする

ことができるようにする。 

（２）造形的な面白さや楽し

さ，表したいこと，表し方など

について考え、楽しく発想や構

想をしたり、身の回りの作品な

どから自分の見方や感じ方を

広げたりすることができるよ

うにする。 

（３）楽しく表現したり鑑賞し

たりする活動に取り組み、つく

りだす喜びを味わうとともに、

形や色などに関わり楽しい生活

を創造しようとする態度を養

う。 

Ⅴ．学年の内容及び共通事項 
 知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

A 

表

現 

（２）表現の活動を通して，技 

能に関する次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

 

ア  造形遊びをする活動を通し

て、身近で扱いやすい材料や用具

に十分に慣れるとともに、並べた

り、つないだり、積んだりするな

ど手や体全体の感覚などを働か

せ、活動を工夫してつくること。

（技能） 

 

（１）表現の活動を通して、発想や

構想に関する次の事項を身につけ

ることができるように指導する。 

 

ア 造形遊びをする活動を通して、

身近な自然物や人工の材料の形や

色を基に造形的な活動を思いつく

ことや、感覚や気持ちを生かしなが

ら、どのような活動にするかについ

て考えること。（発想・構想） 

内容の中には、「学びに向かう力、人

間性等」にあたる内容はないので、各

学年の目標を参考にする。 

 

楽しく表現したり鑑賞したりする活

動に取り組み、つくりだす喜びを味わ

うとともに、形や色などに関わり楽し

い生活を創造しようとする態度を養

う。 

B

鑑

賞 

 （１）鑑賞の活動を通して，次の事

項を身に付けることができるよう

指導する。 

ア 身の回りの作品などを鑑賞す

る活動を通して、自分たちの作品や

身近な材料などの造形的な面白さ

や楽しさ、表したいこと、表し方な

どについて、感じ取ったり考えたり

し、自分の見方や感じ方を広げるこ

と。（鑑賞） 

共

通

事

項 

〔共通事項〕ア 自分の感覚や行

為を通して、形や色などに気づく

こと。（知識） 

〔共通事項〕イ 形や色などを基

に、自分のイメージをもつこと。 
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Ⅵ．題材の目標 

 

（１）知識及び技能に関する題材の目標 

○色水を混ぜ合わせたり、並べたりするときの感覚や行為を通して、いろいろな色や形などに気づく。

（知識） 

 ○色水を混ぜ合わせる活動に十分に慣れるとともに、並べたり、重ねたりするなど手や体全体の感覚

などを働かせ、活動を工夫して表す。（技能） 

 

（２）思考力、判断力、表現力等に関する題材の目標 

 ○いろいろな色やカップの形などを基に、自分のイメージをもちながら、色水の色をもとに造形的な

活動を思い付き、どのように活動するかについて考える。（発想や構想に関する資質・能力） 

 

 ○自分の表したものをふりかえる活動を通して、いろいろな色やカップの形などをもとに、色水やつ

くったものなどの造形的な面白さや楽しさを感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げ

る。（鑑賞に関する資質・能力） 

 

（３）学びに向かう力、人間性等に関する題材の目標 

○楽しく表現したり鑑賞したりしながら造形的な活動に取り組み、新しい形や色をつくりだす喜びを

味わうとともに、形や色などに関わり楽しい生活を創造しようとする態度を養う。 

 

 

６．題材の評価規準 ～ ３つの観点から育てたい力を考える ～             

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知 色水を混ぜ合わせたり、並

べたりするときの感覚や行為を

通して、いろいろな色や形など

に気づいている。 

 

 

 

技  色水を混ぜ合わせる活動

に十分に慣れるとともに、並べ

たり、重ねたりするなど手や体

全体の感覚などを働かせ、活動

を工夫して表している。 

発 いろいろな色やカップの形

などを基に、自分のイメージを

もちながら、色水の色をもとに

造形的な活動を思い付き、どの

ように活動するかについて考え

ている。 

 

鑑 自分の表したものをふりか

える活動を通して、いろいろな

色やカップの形などをもとに、

色水やつくったものなどの造形

的な面白さや楽しさを感じ取っ

たり考えたりし、自分の見方や

感じ方を広げている。 

主 新しい形や色をつくりだす

喜びを味わうとともに、楽しく

表現したり鑑賞したりしなが

ら、造形的な活動に取り組もう

としている。 

 

７．準備 

[ 教師  ] 水、食紅（赤・黄・青） 

透明カップ（大 90ml １４００個・中 60ml １５００個・小 30ml ５００個） 

 

[ 子ども ] ペットボトル（５００ｍｌ×３）、汚れてもいい服装 
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８．指導と評価計画（９０分） 

 

 ◇子どもの活動 

・予想される子どもの反応 

○教師のかかわり・手立て 

◎造形的な見方・考え方が働くような

手立て 

評価規準 と評価方法（ ） 

１ 

次 

９ 

０ 

分 

 

 

 

 

◇色水と透明カップを使って活

動することを知る。 

・きれい 

・楽しそう。 

・早くやりたいな。 

・何をするんだろう。 

 

 

 

 

 

◇みんなでなにができるか考え、

発表する 

・カップに色水を入れる。 

・色水を混ぜる。 

・カップを並べる。 

・花壇に真っ直ぐ並べたいな。 

・階段に並べようかな。 

・カップを重ねてみようかな。 

・カップを積めるかな。 

 

 

◇つくった色水から、思いついた

活動に取り組む。 

・似ている色を集めてみたよ。 

・よく見ると、こっちの緑とこっ

ちの緑は違う色なんだね。 

・階段に並べてみたら楽しそう。 

・３つの色を混ぜた色は何色なん

だろう。 

・ハートの形に並べてみたよ。 

 

 

 

 

 

◇全体で集まる。 

自分の活動についてふりかえ

り、どんなことができたのか発

表し合う。 

・いろんな緑を見つけたよ。 

・お花の形に並べたよ。 

・カップを重ねてみたよ。 

 

◇片付けをする。 

○実際に色水を見せ、活動の意欲を高

める。 

〇天気のいい日に活動することで、光

を通して見た時の美しさに気付ける

ようにする。 

◎初めに透明の水を見せ、そのあとに

ペットボトルを振って色をつけた。

やってみたいという気もちになれる

ように導入を工夫した。 

 

 

〇カップが置けそうな場所、カップの

置き方（直線、花の形など）を考え

られるように声をかける。 

◎様々な混ぜ合わせ方、並べ方を試せ

るよう、色水、容器を十分に用意す

る。 

◎いつもとは違う屋外の開放的な空間

を使うことで、場の様子を見てどん

な活動ができるか考えたり、友だち

の活動を見て真似できるようにした

りする。 

〇あらかじめペットボトルに３色の色

水を入れておき、密集を避ける。 

〇透明のカップを置いている場所も複

数カ所用意し、密集を避ける。 

○色水を並べている児童に声をかけ、

感じたことを話させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇児童の話を聞きながら「さっきこん

なことも発見してたよね。」など、補

足をして、自分の活動をふりかえら

せる。 

主 新しい形や色をつくり

だす喜びを味わうととも

に、楽しく表現したり鑑賞

したりしながら、造形的な

活動に取り組もうとしてい

る。（発言・活動） 

 

 

 

 

 

知  色水を混ぜ合わせた

り、並べたりするときの感

覚や行為を通して、いろい

ろな色や形などに気づいて

いる。（発言・活動） 

 

 

 

 

 

 

発 いろいろな色やカップ

の形などを基に、自分のイ

メージをもちながら、色水

の色をもとに造形的な活動

を思い付き、どのように活

動するかについて考えてい

る。（発言・活動） 

技 色水を混ぜ合わせる活

動に十分に慣れるととも

に、並べたり、重ねたりす

るなど手や体全体の感覚な

どを働かせ、活動を工夫し

て表している。（活動） 

 

鑑 自分の表したものをふ

りかえる活動を通して、い

ろいろな色やカップの形な

どをもとに、色水やつくっ

たものなどの造形的な面白

さや楽しさを感じ取ったり

考えたりし、自分の見方や

感じ方を広げている。（発

言） 

色水を使ってどんなことができるかな。 
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